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（
七
五
） 

二
代
目
市
川
団
十
郎
日
記
詳
解 

―
享
保
十
九
年
二
月
― 

 

ビ
ュ
ー
ル
ク 

ト
ー
ヴ
ェ
＊  

 

は
じ
め
に 

 

享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
の
中
心
的
人
物
で
あ
る
二
代
目
市
川
団
十
郎
（
元
禄
元
〈
一

六
八
八
〉
年
〜
宝
暦
八
〈
一
七
五
八
〉
年
）
が
残
し
た
日
記
諸
本
の
成
立
や
特
徴
、

注
釈
書
の
概
要
、
そ
し
て
本
詳
解
の
意
図
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
二
代
目
市
川
団
十
郎

日
記
詳
解
―
享
保
十
八
年
十
二
月
～
十
九
年
一
月
―
」（『
埼
玉
大
学
紀
要 

教
養
学

部
』
第
五
二
巻
〈
第
二
号
〉、
以
下
「
詳
解
１
」
と
略
す
）
に
詳
述
し
た
。
こ
こ
で
は

写
本
・
注
釈
書
一
覧
及
び
凡
例
の
み
を
記
す
。 

 

凡
例 

一
、 

記
号
▽
○
●
△
▼
は
原
本
を
示
す
。 

二
、 

注
釈
書
か
ら
の
引
用
は
、
書
名
を
〈 

〉
で
示
し
、
引
用
文
を
「 

」
で
示

し
た
。 

三
、 

「 

」
の
な
い
注
釈
は
筆
者
に
よ
る
。 

四
、 

日
記
本
文
中
の
数
字
は
注
の
番
号
を
示
す
。 

五
、 

引
用
文
の
約
物
は
省
略
し
た
。 

六
、 

出
典
の
記
載
が
な
い
役
者
評
判
記
は
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』（
岩
波
書
店
、

一
九
七
二
年
～
一
九
七
七
年
刊
）
か
ら
引
用
し
た
。 

 

 

写
本
一
覧 

「
老
の
た
の
し
み
」（
▽
） 

「
柿
表
紙
」（
○
） 

「
栢
筵
日
記
」（
●
） 

「
病
中
日
記
」（
△
） 

「
市
川
団
十
郎
日
記
発
句
集
」（
▼
） 

 

 

注
釈
書
一
覧 

「
老
の
た
の
し
み
」 

岩
本
活
東
子
注
「
老
の
た
の
し
み
抄
」（『
燕
石
十
種
』
文
久
元
〈
一
八
六
一
〉
年
編
、

市
島
謙
吉
活
字
編
明
治
三
十
九
年
〈
新
版
中
央
口
論
社
、
一
九
八
〇
年
刊
〉）〈
岩
〉

内
藤
耻
叟
・
小
宮
山
綏
介
注
「
老
の
楽
」（『
温
知
叢
書
』
博
文
館
蔵
、
明
治
二
十
四

年
刊
）〈
内
〉 

博
文
館
編
輯
局
校
訂
「
老
の
楽
」（『
校
訂
俳
優
全
集
』
博
文
館
、
明
治
三
十
四
年
刊
）

〈
博
〉 

郡
司
正
勝
註
「
老
の
た
の
し
み
抄
」（『
近
世
芸
道
論
』
日
本
思
想
体
系
〈
六
一
〉
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
刊
）〈
郡
〉 

「
柿
表
紙
」 

 

＊
ビ
ュ
ー
ル
ク 

ト
ー
ヴ
ェ 

 

埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
准
教
授
、
日
本
近
世
文
学
、
演
劇
（
歌
舞
伎
） 



 

（
七
六
） 

伊
原
青
々
園
注
「
柿
表
紙
」（『
栢
莚
遺
筆
集
』、
大
正
六
年
写
、
早
稲
田
大
学
演
劇

博
物
館
蔵
）〈
伊
柿
〉 

「
栢
莚
日
記
」 

伊
原
青
々
園
注
「
栢
莚
日
記
」（『
栢
莚
遺
筆
集
』
、
大
正
六
年
写
、
早
稲
田
大
学
演

劇
博
物
館
蔵
）〈
伊
栢
〉 

 

享
保
十
九
年
二
月 

【
日
記
】 

○
十
日 

夜
湖
萍
殿
（１
）

へ
行 

何
江
（２
）

番
虎
（３
）

予
夜
明
ル 

 

【
注
】 

（
１
） 

湖
萍
殿
〈
伊
柿
〉
（
同
年
二
月
二
十
三
日
注
）「
其
角
門
人
、
深
川
湖
十
、

元
文
三
年
七
月
二
十
七
日
死
卒
、
朱
星
、
一
柳
老
鼡
軒
、
湖
萍
」。
深
川

湖
十
は
代
々
江
戸
座
と
い
う
俳
諧
グ
ル
ー
プ
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
初
代

は
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
〜
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
。
は
じ
め
鼠
肝
、

の
ち
榎
本
其
角
に
ま
な
ぶ
。
十
三
年
間
京
坂
を
漂
泊
。
其
角
の
没
後
、
点

印
を
う
け
つ
い
で
其
角
座
を
主
宰
。
享
保
十
八
年
に
湖
十
の
名
前
を
養
子

永
機
に
譲
り
、
隠
居
し
た
。
本
姓
は
森
部
。
別
号
に
木
者
庵
、
老
鼠
肝
、

其
角
堂
な
ど
。
編
著
に
『
二
の
き
れ
』『
誹
太
郎
』
な
ど
（『
日
本
人
名
事

典
』）。 

（
２
） 

何
江
〈
内
〉
「
市
村
羽
左
右
衛
門
」
（「
詳
解
１
」
同
年
一
月
二
十
七
日
参

照
） 

（
３
） 

番
虎
〈
伊
柿
〉「
嵐
三
右
衛
門
」（「
詳
解
１
」
同
年
一
月
六
日
参
照
） 

【
解
説
】 

 

享
保
十
九
年
二
月
十
日
、
二
代
目
団
十
郎
は
八
代
目
市
村
羽
右
衛
門
、
三
代
目
嵐

三
右
衛
門
ら
と
と
も
に
江
戸
座
の
中
心
的
点
者
・
初
代
深
川
湖
十
の
屋
敷
に
招
か
れ
、

朝
ま
で
過
ご
し
た
。
二
代
目
湖
十
は
享
保
十
八
年
十
月
、
二
代
目
団
十
郎
、
妻
お
才
、

養
子
升
五
郎
ら
（
後
に
三
代
目
団
十
郎
）
と
と
も
に
箱
根
温
泉
巡
り
（
其
角
編
『
新

家
家
』〔
貞
享
三
〈
一
六
八
六
〉
年
刊
〕
を
元
に
）、
俳
書
『
犬
新
家
家
』（『
資
料
集

成
二
世
市
川
團
十
郎
』
収
録
、〈
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年
〉）
を
編
ん
だ
こ
と
な
ど

か
ら
、
二
代
目
団
十
郎
家
と
湖
十
家
に
親
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
二
代

目
湖
十
の
家
は
二
代
目
団
十
郎
の
家
の
隣
だ
っ
た
が
、
初
代
湖
十
の
住
所
は
未
詳
。 

 【
日
記
】 

○
享
保
十
九
年
二
月
十
二
日 

初
午
（１
）

ヤ
カ
ワ
ラ
ケ
売
（２
）

ノ
カ
ケ
ヱ
ボ
シ
（３
）

才
牛 

初
午
や
水
ク
ミ
（４
）

諷
フ
（５
）

朝
南 

 
 

同 

豊
年
ノ、
〔
▼
や
〕
瑞
々
（６
）

ト
梅
ノ
楉

ス
ア
ヱ

（７
）

カ
ナ 

 【
注
】 

（
１
） 

初
午 

二
月
初
め
の
午
の
日
。
稲
荷
の
祭
日
と
さ
れ
、
稲
荷
講
の
行
事
が

行
わ
れ
る
。 

（
２
） 

カ
ワ
ラ
ケ
売 

土
器
売
り
、
土
器
を
売
り
歩
く
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。

盂
蘭
盆
の
灯
籠
用
ま
た
は
、
土
器
投
げ
に
用
い
る
土
器
な
ど
を
売
り
歩
い

た
。
な
お
、
土
器
と
は
「
素
焼
き
の
陶
器
」
「
酒
を
飲
む
器
」
「
酒
盛
り
」

「
陰
部
に
毛
が
は
え
な
い
女
性
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
（『
日
本
国
語
大
辞

典
』）。 

（
３
） 

カ
ケ
ヱ
ボ
シ 

掛
緒
を
用
い
な
い
で
頭
に
押
し
入
れ
て
、
う
し
ろ
の
針
だ



 

（
七
七
） 

け
で
と
め
て
お
く
折
烏
帽
子
。
打
懸
烏
帽
子
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。 

（
４
） 

水
ク
ミ 

水
く
み
、
水
を
く
み
取
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。
江
戸
時
代
、

河
川
や
井
戸
な
ど
か
ら
水
を
く
み
取
り
町
へ
売
り
歩
い
た
。
さ
ら
に
、
歌

舞
伎
の
小
道
具
の
一
つ
。
黒
木
綿
で
作
っ
た
蒲
鉾
形
の
烏
帽
子
。
従
者
・

雑
兵
の
役
に
用
い
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。 

（
５
） 

諷
フ 

う
た
う
。
節
を
つ
け
て
と
な
え
る
。
遠
回
し
に
言
う
（『
日
本
国

語
大
辞
典
』）。
諷
歌
と
は
思
い
を
表
面
に
現
わ
さ
ず
他
の
事
に
こ
と
よ
せ

て
歌
っ
た
歌
。
特
に
、「
古
今
集
」
で
、
和
歌
の
六
義
の
一
つ
。「
詩
経
」

の
六
義
の
一
つ
の
風
（
ふ
う
）
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
。 

（
６
） 

瑞
々 

み
ず
み
ず
。
し
つ
こ
く
な
い
さ
ま
、
あ
っ
さ
り
と
し
た
さ
ま
を
表

わ
す
。
ま
た
、
つ
や
が
あ
っ
て
新
鮮
な
さ
ま
、
若
々
し
い
さ
ま
。
み
ん
ず

り
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。 

（
７
） 

楉 

す
は
え
、
す
ば
え
。
木
の
枝
や
幹
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
生
え
伸
び
た
若

枝
（『
全
文
全
訳
古
語
辞
典
』）。 

 

【
解
説
】 

 

初
午
の
豊
年
句
。
二
月
最
初
の
午
の
日
に
町
歩
く
土
器
売
り
と
歌
舞
伎
の
や
つ
し

事
と
し
て
演
じ
ら
れ
る
物
売
り
の
芸
が
か
け
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
同
年
二
月
二

十
三
日
（
○
）
記
録
参
照
。 

 

【
日
記
】 

〇
十
八
日
ヨ
リ
二
番
目
詰
出
ス 

又
オ
モ
ハ
シ
カ
ラ
ズ 

三
右
衛
門
琴
ヲ
ヒ
キ
其
間

ニ
徳
弁
（１
）

大
字
ヲ
書
（２
）

琴
ハ
ヨ
ク
ヒ
キ
狂
言
モ
予
ガ
目
ニ
ハ
ヨ
ク
思
へ
ト
モ
一
体

作
意
ナ
ク
初
心
ニ
見
ユ
ル
故
評
判
モ
ヨ
ク
ナ
キ
歟 

殊
ニ
声
ヨ
ハ
ク
早ハ

ヤ

ク
チ
也 

 【
注
】 

（
１
） 

徳
弁
〈
伊
柿
〉「
養
子
升
五
郎
、
後
ニ
三
世
団
十
郎
」
享
保
六
（
一
七
二
一
）

年
〜
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
。『
市
川
栢
莚
舎
事
録
』
で
は
「
然
る
に
海

老
蔵
妻
も
ろ
と
も
に
子
な
き
事
を
か
な
し
み
色
々
と
ね
か
へ
共
出
生
一
人

も
な
し 

其
折
柄
三
升
屋
助
十
郎
と
い
へ
る
立
役
十
郎
役
を
勤
れ
は 

海

老
蔵
五
郎
の
役
を
つ
と
め
実
に
兄
弟
の
こ
と
く
不
断
念
頃
他
事
な
し 

此

助
十
郎
に
男
子
一
人
女
子
二
人
有
り 

此
男
子
を
海
老
蔵
子
に
貰 

市
川

団
十
郎
を
名
乗
ら
せ
則
市
村
羽
左
衛
門
何
江
か
娘
お
兼
を
嫁
に
も
ら
ひ
祝

言
い
た
せ
し
な
り
」
と
あ
る
。 

（
２
） 

大
字
ヲ
書 

大
き
な
字
を
書
く
遊
芸
。
ま
た
、
そ
の
筆
者
（『
日
本
国
語
大

辞
典
』）。 

 【
解
説
】 

「
七
種
繁
曾
我
」（
な
な
く
さ
に
ぎ
わ
い
そ
が
）
の
二
番
目
の
詰
と
し
て
二
月
十
八
日

か
ら
、
三
代
目
嵐
三
右
衛
門
が
琴
を
演
奏
し
、
三
代
目
市
川
団
十
郎
が
書
道
を
見
せ

る
場
面
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
二
代
目
団
十
郎
は
琴
の
演
出
は
い
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
三
右
衛
門
は
初
心
者
に
見
え
、
不
評
だ
っ
た
。
三
右
衛
門
の
セ
リ
フ
術
が
原
因

だ
っ
た
と
い
う
。 

 

琴
を
演
奏
す
る
姿
は
役
者
評
判
記
『
蓑
張
草
』（
元
禄
四
〈
一
六
九
一
〉
年
刊
、
女

方
松
本
平
蔵
評
）、『
雨
夜
三
盃
機
嫌
』（
元
禄
六
〈
一
六
九
三
〉
年
正
月
、
女
方
澤
村

小
伝
次
評
、
女
方
松
本
平
蔵
評
）、『
役
者
略
請
状
』（
元
禄
十
四
〈
一
七
〇
一
〉
年
三

月
、「
持
統
天
王
都
移
」（
元
禄
十
四
年
春
、
市
村
座
）「
水
木
染
之
助 

天
人
お
と
め 

初
は
天
人
姿
後
ニ

う
は
ぎ
」）
の
挿
絵
に
描
か
れ
て
い
る
。
近
松
門
左
衛
門
作
「
傾
城

仏
ヶ
原
」（
元
禄
十
二
〈
一
六
九
九
〉
年
正
月
、
京
・
藤
十
郎
座
）
に
つ
い
て
も
「
又



 

（
七
八
） 

当
年
も
け
い
せ
い
お
う
し
う
と
あ
ふ
が
れ
給
ひ
．ね
び
き
と
な
つ
て
．お
く
ず
ま
ゐ
．

つ
ま
お
と
け
た
か
く
．
せ
う
じ
の
内
に
て
か
き
な
ら
し
給
ふ

こ
と琴

の
ね
は
．
夜
ふ
け
て

の
．
す
り
ば
ち
の
お
と
に
お
な
じ
く
．
内
が
こ
ひ
し
う
．
し
の
ば
し
き
物
に
て
は
有

ぞ
．
こ
と
さ
ら
に
一
ふ
し
の
小
哥
を
き
い
て
は
．
い
か
な
る
あ
ら
ゑ
び
す
も
こ
ろ
り

と
な
つ
て
．」（『
役
者
口
三
味
線
』〈
元
禄
十
二
年
三
月
刊
〉、
女
方
岩
井
左
源
太
評
）

と
あ
り
、
琴
の
演
奏
の
場
面
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

多
く
の
場
合
、
若
女
方
が
琴
を
演
奏
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、「
千
本
大
念
仏
」（
宝

永
四
〈
一
七
〇
七
〉
年
春
、
亀
屋
座
）、
で
は
立
役
者
澤
村
長
十
郎
も
演
じ
た
（『
役

者
友
吟
味
』
宝
永
四
年
三
月
刊
挿
絵
参
照
）
の
で
、
嵐
三
右
衛
門
は
こ
う
し
た
上
方

風
の
立
役
の
演
技
を
踏
ま
え
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

一
方
、
書
道
の
場
面
は
役
者
評
判
記
『
野
郎
虫
』（
万
治
三
〈
一
六
六
〇
〉
年
四
月

刊
）『
蓑
張
草
』（
元
禄
四
〈
一
六
九
一
〉
年
刊
、
近
松
勘
様
評
）『
雨
夜
三
盃
機
嫌
』

（
元
禄
六
〈
一
六
九
三
〉
年
正
月
、
女
方
上
村
井
筒
評
）、『
古
今
四
場
居
色
競
百
人

一
首
』（
元
禄
六
〈
一
六
九
三
〉
年
正
月
、
立
役
玉
井
権
八
評
、
女
方
松
本
こ
さ
ら
し

評
）、『
役
者
舞
扇
』（
元
禄
十
七
〈
一
七
〇
五
〉
年
四
月
刊
、「
源
氏
六
十
帖
」
元
禄

十
七
年
春
、
市
村
座
）
な
ど
の
挿
絵
に
見
ら
れ
る
。 

 

初
代
団
十
郎
作
「
成
田
山
分
身
不
動
」（
元
禄
十
六
〈
一
七
〇
三
〉
年
四
月
、
森
田

座
）の
第
五
段
は
、空
海
が
文
殊
菩
薩
と
書
道
で
争
っ
た
と
い
う
伝
説
を
元
に
し
た
。

や
が
て
空
海
が
唐
か
ら
日
本
に
戻
り
、
朝
廷
を
訪
れ
る
と
荒
海
の
景
色
が
描
い
た
障

子
に
「
龍
」
と
い
う
字
を
書
き
、「
鬼
澄
見
て
『
い
や
此
龍
の
字
点
が
な
い
』『
如
何

に
も
不
審
尤
な
り
。
さ
り
な
が
ら
点
を
打
て
ば
、
大
内
山
忽
ち
洪
水
漲
る
故
、
扨
こ

そ
点
を
打
た
ぬ
な
り
。
い
で
〳
〵
点
を
打
た
ん
』
と
て

九
蔵
喜
代
三

若
松
所
作

弟
子
台
丸
鬼
形
丸
と
て
、

二
人
の
美
少
人
諸
共
に
祈
誓
し
け
れ
ば
、
不
思
議
や
龍
と
い
ふ
字
消
え
け
れ
ば
、
忽

ち
毒
蛇
と
な
り
、
鬼
澄
を
ひ
つ
く
は
へ
、
虚
空
に
こ
そ
失
せ
に
け
り
」
と
書
道
の
力

で
悪
人
を
退
治
す
る
。 

 

（
図
１
）
絵
入
狂
言
本
『
成
田
山
分
身
不
動
』（
元
禄
十
六
年
四
月
刊
、
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
） 

 

 

書
道
の
場
面
は
多
く
は
若
衆
役
者
が
演
じ
た
。「
成
田
山
分
身
不
動
」
で
空
海
を
演

じ
た
の
は
十
六
歳
の
二
代
目
団
十
郎
だ
っ
た
。
享
保
十
九
年
二
月
、「
七
種
繁
曾
我
」

の
詰
で
大
文
字
を
書
い
た
三
代
目
団
十
郎
は
同
じ
く
十
四
歳
の
若
衆
だ
っ
た
。
同
年

六
月
十
日
に
「
白
翁
ヨ
リ
返
事
ニ
短
冊
四
枚
服
紗
二
ツ
来
モ 

予
ガ
発
句 

フ
ク
サ

ハ
徳
弁
手
ヲ
望
ミ
也
」（
○
）
と
あ
り
、
俳
人
田
中
千
梅
（
貞
享
三
〈
一
六
八
六
〉
年

〜
明
和
六
〈
一
七
六
九
〉
年
、
別
称
：
白
翁
）
は
三
代
目
団
十
郎
が
書
い
た
も
の
を

所
望
す
る
。
ま
た
、
同
年
八
月
二
十
六
日
、
二
代
目
団
十
郎
は
子
供
の
頃
の
手
習
の

師
匠
長
岡
佐
次
兵
衛
（
別
称
：
休
意
）
と
再
会
し
「
升
五
郎
大
文
字
書
休
意
殿
へ
遣



 

（
七
九
） 

ス
」（
○
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
代
目
団
十
郎
は
書
道
に
優
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

【
日
記
】 

〇
十
九
日 
早
朝
ニ
亡
父
ノ
廟
参
帰
テ
（１
） 

其
日
番
虎 

公
（２
）

家
衆
ノ
画
賛
一
枚
予

に
ク
ル
ヽ 
芝
山
兵
部
ノ
少
重
豊
殿
（３
）

ノ
ヨ
シ 

其
日
母
人
モ
目
黒
ヨ
リ
キ
ゲ
ン

ヨ
ク
寺
参
リ 

此
方
ヨ
リ
ハ
伯
母
（４
）〈

ご
〉

御
女
共
参
ル 

 【
注
】 

（
１
） 

早
朝
ニ
亡
父
ノ
廟
参
帰
テ
〈
伊
柿
〉「
元
祖
命
日
也
」
芝
・
僧
正
寺
内
常
照

院
に
墓
あ
っ
た
。 

（
２
） 

公
〈
伊
柿
〉「
高
カ
」 

（
３
） 

芝
山
兵
部
ノ
少
重
豊
殿 

芝
山
兵
部
ノ
少
（
＝
若
旦
那
）
重
豊
殿
。
芝
山

重
豊
、
江
戸
時
代
中
期
の
公
卿
。
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
〜
明
和
三

（
一
七
六
六
）
年
、
高
丘
季
起
の
次
男
、
芝
山
広
豊
の
養
子
。
正
二
位
、

権
中
納
言
。
宝
暦
八
年
、
尊
王
派
の
神
道
家
竹
内
式
部
が
幕
府
に
捕
ら
え

ら
れ
た
宝
暦
事
件
に
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
が
、
罪
は
ま
ぬ
か
れ
る
（『
日
本

人
名
事
典
』）。
多
田
南
嶺
に
和
歌
を
お
し
え
た
。『
妙
法
院
日
次
記
』
が
あ

る
。 

（
４
） 

伯
母
〈
伊
柿
〉「（
深
川
に
伯
母
の
抱
せ
し
事
後
に
見
る
）
河
原
崎
の
人
か
」

河
原
崎
権
十
郎
は
江
戸
初
期
の
座
元
、
木
挽
町
で
河
原
崎
座
を
経
営
し
て

い
た
が
、
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
に
森
田
座
と
合
流
し
た
（『
歌
舞
伎
事

典
』）
。
享
保
二
十
年
三
月
、
森
田
座
の
控
え
櫓
と
し
て
復
活
し
、
以
降
団

十
郎
家
と
深
い
関
係
を
持
ち
つ
づ
け
た
。 

 

【
解
説
】 

 

初
代
団
十
郎
の
没
後
三
十
回
忌
で
あ
っ
た
た
め
、
二
代
目
団
十
郎
、
目
黒
で
暮
ら

し
て
い
た
二
代
目
団
十
郎
の
母
（「
詳
解
１
」
正
月
六
日
参
照
）
そ
し
て
伯
母
が

芝
・
僧
正
寺
内
常
照
院
に
参
詣
す
る
。
ま
た
、
三
代
目
嵐
三
右
衛
門
に
芝
山
兵
部
重

豊
作
画
賛
を
も
ら
う
。 

 

初
代
団
十
郎
は
元
禄
十
七
年
二
月
十
九
日
、「
移
徙
十
二
段
」
上
演
中
市
村
座
で
生

島
半
六
に
刺
殺
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
事
件
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
る
。 

 

事
件
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
浮
世
草
子
『
宝
永
忠
信
物
語
』（
錦
繡
堂
著
、
改
題

『
正
徳
追
善
曽
我
』〈
正
徳
六
年
刊
〉、『
新
群
書
類
従
』
第
三
巻
収
録
）
で
は
事
件
を

目
撃
証
言
と
し
て
劇
場
風
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

見
物
の
貴
賎
、
鼠
木
戸
を
猫
脊
に
成
て
押
破
り
、
缺
出
、
年
寄
た
る
も
の
は
、

桟
敷
よ
り
つ
き
落
さ
れ
、
女
童
子
は
、
踏
た
を
さ
れ
、
茶
弁
当
の
湯
に
て
身
を

焼
、
火
縄
の
火
焼
指

ひ

さ

し

に
て
、
羽
織
著
物
の
す
そ
を
こ
が
し
、
螢
な
ん
ど
の
飛
に

人
し
く
、
飛
あ
り
く
有
様
、
興
覚
て
何
事
と
問
ど
も
、
其
分
知
た
る
人
な
し
、

か
ゝ
る
処
へ
三
十
歳
計
成
男
、
か
い
〳
〵
し
く
見
え
に
し
が
、
月
行
持
と
言
者

に
や
、
金
棒
を
か
ま
ひ
そ
し
く
、
挽
来
る
彼
を
招
て
、
ひ
そ
か
に
い
か
成
故
ぞ

と
問
け
れ
ば
、
彼
者
申
様
は
、
意
越
の
次
第
は
未
知
れ
ず
候
得
ど
も
、
楽
屋
に

て
市
川
の
団
十
郎
を
生
嶋
半
六
指
こ
ろ
し
て
候
と
語
捨
て
、
い
そ
が
し
く
行
ぬ 

 

事
件
当
時
の
大
混
乱
が
目
の
前
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
り
、
続
い
て
半
六
が
初
代
団

十
郎
の
演
技
に
勝
て
な
か
っ
た
悔
し
さ
で
刺
し
た
と
し
て
い
る
。
文
章
で
は
初
代
団

十
郎
が
楽
屋
で
殺
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
挿
絵
に
は
舞
台
上
で
殺
さ
れ
る
。
伊
原

青
々
園
は
こ
こ
に
描
か
れ
た
衣
装
か
ら
、
演
目
内
容
は
「
不
破
判
左
衛
門
」
と
推
測

し
て
い
る
（『
市
川
團
十
郎
の
代
々
』
近
世
文
芸
研
究
資
料
、
第
二
期
芸
能
編
１
２
、

一
九
九
七
年
刊
）。 

 



 

（
八
〇
） 

（
図
２
）『
正
徳
追
善
曾
我
』〈
正
徳
六
年
刊
〉『
新
群
書
類
従
』
第
三
巻
） 

 

 

講
釈
師
馬
場
文
耕
は
事
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
（『
江
戸
著
門
集
』

宝
暦
七
〈
一
七
五
七
〉
年
刊
）。 

此
才
牛
は
、
世
上
一
統
に
知
る
処
、
元
禄
の
始
め
、
市
村
座
に
て
、
狂
言
の
折

か
ら
横
死
を
と
げ
た
り
。
其
仔
細
を
尋
ぬ
る
に
、
杉
山
半
六
と
言
へ
る
役
者
、

何
や
ら
才
牛
を
恨
め
る
事
あ
り
と
見
え
、
真
剣
を
ひ
そ
か
に
隠
し
持
ち
、
不
意

に
刺
殺
し
た
り
。
是
ふ
し
ぎ
の
大
変
、
以
の
外
周
章
せ
し
事
な
り
。
其
後
公
儀

へ
、
半
六
召
捕
へ
ら
れ
て
、
御
詮
議
有
り
け
れ
ど
も
、
唯
恨
あ
り
て
候
と
ば
か

り
に
て
、
何
の
白
状
に
も
及
ば
ず
、
御
咎
は
御
制
法
の
通
り
、
半
六
解
死
人
と

成
り
、
御
仕
置
相
済
み
け
り
。 

 

「
恨
み
あ
り
候
と
ば
か
り
」と
い
う
発
言
は
赤
穂
事
件
を
起
こ
し
た
浅
野
内
匠
頭
が

江
戸
城
の
松
の
廊
下
で
吉
良
上
野
介
を
切
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
遺

恨
あ
る
候
」
と
し
た
と
い
う
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
馬
場
文
耕
は
さ
ら
に
恨
み
の
真
の

原
因
と
し
て
、
初
代
団
十
郎
が
半
六
の
不
倫
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
だ

と
し
て
い
る
。
馬
場
文
耕
は
元
禄
十
七
年
に
起
き
た
事
件
を
元
禄
初
期
に
起
き
た
も

の
と
し
て
い
る
の
で
、
本
書
は
歴
史
資
料
と
し
て
信
憑
性
に
か
け
る
。 

 

も
う
一
説
は
天
明
文
化
期
に
活
躍
し
た
狂
歌
師
東
随
舎
著
の
随
筆
『
古
今
雑
談
思

出
草
』（
天
保
十
一
年
成
立
、『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
第
四
巻
収
録
）
に
あ
る
。

東
随
舎
も
初
代
団
十
郎
は
杉
山
半
六
に
殺
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
半
六
は

楽
屋
の
管
理
し
て
い
る
頭
取
で
あ
り
、
自
分
の
息
子
の
嫁
と
密
通
し
て
初
代
団
十
郎

に
咎
め
ら
れ
、密
通
事
件
を
次
の
演
目
の
題
材
と
さ
れ
た
た
め
殺
し
た
と
し
て
い
る
。 

昼
時
頃
、
団
十
郎
が
花
道
よ
り
出
て
、
正
面
に
て
白
眼
居
る
処
、
俄
に
大
雨
降

出
れ
ば
、
仮
小
屋
の
芝
居
舞
台
、
所
々
雨
も
り
強
し
。
こ
の
時
、
楽
屋
よ
り
半

六
合
羽
を
持
来
り
、
衣
装
の
ぬ
る
ゝ
な
り
と
後
ろ
よ
り
打
掛
な
が
ら
、
氷
の
如

き
脇
ざ
し
を
団
十
郎
が
横
腹
へ
つ
き
立
、
力
に
任
せ
て
ゑ
ぐ
り
け
る
に
、
な
に

か
も
つ
て
た
ま
る
べ
き
。
其
儘
、
息
は
た
へ
果
た
ち
と
か
や
。
一
説
に
、
狂
言

の
仕
組
太
刀
打
処
、
刄
引
と
見
せ
て
真
剣
を
も
つ
て
害
せ
し
故
、
見
物
は
狂
言

に
て
殺
す
と
心
得
居
た
り
と
い
ふ
は
非
な
り
。 

 

こ
の
よ
う
に
近
世
期
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
に
つ
い
て
の
説
が
流
布
し
た
が
、

真
実
は
わ
か
ら
な
い
。「
杉
山
半
六
」
は
役
者
評
判
記
に
見
た
ら
な
い
が
、
伊
原
青
々

園
に
よ
れ
ば
半
六
の
本
名
で
、
生
島
新
五
郎
の
門
人
と
な
っ
た
時
か
ら
「
生
島
」
と

名
乗
っ
た
と
い
う
（『
市
川
團
十
郎
の
代
々
』
近
世
文
芸
研
究
資
料
、
第
二
期
芸
能
編

１
２
、
一
九
九
七
年
刊
）。 

 

役
者
評
判
記
『
役
者
舞
扇
子
』（
元
禄
十
七
年
四
月
刊
）
で
は
「
生
島
半
六
」
を
「
中

ノ
上
」
の
立
役
者
と
し
て
い
る
が
、
同
年
秋
に
刊
行
さ
れ
た
評
判
記
『
大
尽
三
つ
盃
』



 

（
八
一
） 

に
は
「
白
字
岡
右
衞
門
半
六
両
人
は
き
へ
し
身
の
お
も
か
げ
残
る
姿
也
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
歌
舞
伎
の
世
界
か
ら
去
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

初
代
団
十
郎
が
刺
し
殺
さ
れ
た
三
十
年
後
の
二
月
十
九
日
に
二
代
目
団
十
郎
が
墓

が
あ
っ
た
常
照
院
に
参
詣
す
る
。
八
代
目
団
十
郎
ま
で
、
団
十
郎
家
の
墓
は
増
上
寺

内
常
照
院
に
あ
っ
た
。
境
内
に
は
七
代
目
団
十
郎
が
寄
進
し
た
石
の
水
鉢
な
ど
が
残

る
。
九
代
目
団
十
郎
は
明
治
期
に
流
行
る
神
徒
と
し
て
青
山
墓
地
へ
移
動
す
る
。 

 

二
代
目
団
十
郎
の
伯
母
に
つ
い
て
、
伯
母
は
河
原
崎
座
の
関
係
者
だ
っ
た
と
い
う

説
〈
伊
柿
〉
を
裏
付
け
る
資
料
が
な
い
が
、
享
保
十
九
年
八
月
か
ら
翌
年
三
月
に
か

け
て
河
原
崎
長
十
郎
が
森
田
座
の
控
え
櫓
と
し
て
の
河
原
崎
座
を
成
立
さ
せ
る
挑
戦

し
た
際
の
二
代
目
団
十
郎
の
関
与
が
伺
え
る
（
▽
○
●
）。
天
保
期
、
九
代
目
団
十
郎

が
河
原
崎
長
十
郎
を
名
乗
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
団
十
郎
家
と
河
原
崎
座
の
親
し
い
関

係
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

二
代
目
団
十
郎
は
嵐
三
右
衛
門
か
ら
貴
重
な
画
賛
を
も
ら
う
。
日
記
に
は
美
術
品

に
つ
い
て
百
五
十
一
ヶ
所
、
稀
購
本
に
つ
い
て
七
十
ヶ
所
記
述
が
あ
る
。『
市
川
栢
莚

舎
事
録
』
に
は
「
扨
毎
年
書
物
虫
干
と
て
蔵
よ
り
取
出
し
自
身
指
図
を
以
て
申
付
干

け
る
に
殊
之
外
人
歩
の
掛
り
し
事
也 

先
歌
書
一
通
り
其
外
源
氏
六
十
帖 

扨
誹
書

物 

扨
唐
軍
和
軍
書
和
漢
の
珍
書
絵
本
絵
双
紙
絵
其
外
の
書
物
等 

中
々
筆
に
尽
か

た
き
程
の
書
物
也
」
と
あ
り
、
古
書
の
コ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

【
日
記
】 

〇
廿
三
日 

湖
萍
（
１
）

梅
屋
敷
（２
）

ヘ
奉
納
勧
進
（３
） 

右
ニ
書
シ
豊
年
ノ
発
（４
）

句
也 

湖

十
（５
）

ヘ
渡
ス 

 

【
注
】 

（
１
） 

湖
萍 

同
年
二
月
十
日
記
録
参
照
。 

（
２
） 

梅
屋
敷 

武
州
荏
原
郡
蒲
田
村
（
現
在
・
東
京
都
大
田
区
）
に
あ
っ
た
梅

見
の
名
所
。
後
に
歌
川
広
重
の
「
名
所
江
戸
百
景
」
に
描
か
れ
る
（『
日
本

歴
史
地
名
体
系 

東
京
都
の
地
名
』）。 

（
３
） 

勧
進 

出
家
姿
で
物
を
も
ら
っ
て
歩
く
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
や
、
そ
の

も
ら
う
物
。
転
じ
て
、
単
に
施
し
を
受
け
た
り
、
物
乞
い
を
し
た
り
す
る

場
合
に
も
い
う
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。 

（
４
） 

豊
年
ノ
発
句 

同
年
九
年
二
月
十
二
日
記
録
参
照
。 

（
５
） 

湖
十
〈
伊
柿
〉「
深
川
湖
十
隣
家
な
る
し
事
後
に
あ
り
」
二
代
目
深
川
湖
十

（
？
〜
延
享
三
〈
一
七
四
六
〉
年
）、
甲
斐
（
山
梨
県
）
の
人
。
初
代
湖
十

の
養
子
と
な
り
、
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
二
代
を
つ
ぐ
。
其
角
座
の

中
心
人
物
と
し
て
活
躍
。
本
姓
は
村
瀬
。
別
号
に
永
機
、
巽
窓
、
巽
籬
斎
、

歌
舞
庵
な
ど
。
編
著
に
『
犬
新
山
家
』『
ふ
る
す
だ
れ
』
な
ど
（『
日
本
人

名
事
典
』）。 

【
解
説
】 

 

団
十
郎
家
と
湖
十
家
の
親
交
に
つ
い
て
は
、
同
年
二
月
十
日
記
録
の
解
説
参
照
。 

 

こ
の
日
、
初
代
深
川
湖
十
が
蒲
田
村
の
梅
屋
敷
を
訪
れ
、
勧
進
と
し
て
発
句
を
奉
納

す
る
と
、
二
代
目
団
十
郎
が
二
月
十
二
日
に
作
っ
た
豊
年
の
発
句
、「
豊
年
ノ
瑞
々
ト

梅
ノ
楉
カ
ナ
」
を
隣
に
住
ん
で
い
た
二
代
目
湖
十
に
渡
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
お
そ

ら
く
一
緒
に
奉
納
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 
梅
屋
敷
は
蒲
田
村
に
二
箇
所
あ
っ
た
。『
遊
歴
雑
記
』（
大
浄
著
、
文
化
十
一
〈
一

八
一
四
〉
年
序
、『
江
戸
叢
書
』
収
録
）
下
・
二
十
七
「
蒲
田
村
新
古
両
所
の
梅
見
再

遊
」
で
は
ま
ず
文
化
期
に
流
行
し
て
い
た
、
歌
川
広
重
の
「
名
所
江
戸
百
景
」
に
も

描
か
れ
た
和
中
散
忠
左
右
衛
門
の
庭
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
「
明
神
の
森
よ

り
左
へ
き
れ
て
、
農
夫
助
左
衛
門
が
屋
敷
に
至
る
、
園
中
広
き
事
二
町
四
方
余
、
や



 

（
八
二
） 

し
き
の
真
中
に
家
居
し
て
東
向
に
住
え
り
、
園
中
林
檎
梨
の
樹
も
見
ゆ
れ
ど
、
屋
敷

の
四
方
梅
樹
な
ざ
る
事
な
く
、
各
古
木
に
し
て
み
な
三
四
間
ヘ
は
び
こ
り
、
古
来
武

州
の
梅
屋
敷
と
い
ひ
し
は
、
此
助
左
衛
門
が
園
中
な
り
し
を
、
有
徳
君
臥
龍
樹
を
預

け
賜
ひ
し
よ
り
、
本
所
清
香
菴
を
梅
や
し
き
と
よ
び
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
現
れ
る
「
有

徳
君
」
は
八
代
将
軍
吉
宗
（
別
称
有
徳
院
）
を
指
し
て
い
る
の
で
、
享
保
十
九
年
の

梅
屋
敷
は
後
者
の
助
左
衛
門
の
花
園
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
助
左
衛
門
家
の
老
婆
え
い

ら
く
は
茶
の
湯
の
名
人
で
風
流
人
と
し
て
有
名
だ
っ
た
ら
し
い
。
旅
人
が
そ
の
辺
に

俳
諧
の
会
も
行
っ
て
い
る
と
聞
い
た
ら
、
え
い
ら
く
が
「
二
代
目
の
川
柳
、
此
村
に

縁
者
あ
り
て
屡
来
り
、
一
二
夜
づ
ゝ
止
宿
し
て
よ
り
以
来
、
江
戸
座
の
俳
諧
ざ
れ
句

な
ど
天
行

ハ
ヤ

リ

候
よ
し
い
ふ
に
ぞ
、
し
か
ら
ば
川
柳
風
の
発
句
し
ま
い
ら
ん
と
、
短
冊
に

し
た
ゝ
め
遣
は
し
け
る
は
、
人
の
笑
草
な
ら
ん
、『
梅
咲
や
隠
居
そ
ろ
〳
〵
う
こ
き
出

し
』
以
風
」
と
答
え
た
。
梅
屋
敷
周
辺
は
風
流
の
遊
び
が
で
き
る
場
所
と
し
て
有
名

で
、
江
戸
の
俳
人
に
と
っ
て
所
縁
の
場
所
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

【
日
記
】 

▽
二
月
中
旬
頃
よ
り
行
徳
浦
（１
）

え
鯨
弐
本
寄
る
江
戸
よ
り
見
物
群
集
な
す 

わ
け
て

廿
四
日
お
ひ
た
ゝ
し
く
鯨
見
物
の
よ
し 

し
か
も
其
日
は
彼
岸
の
中
日
也 

但

廿
日
歟 

よ
み
売
（２
）

に
廿
日
と
し
て
出
す 

今
年
は
山
姥
の
子
を
う
み
（３
） 
又
八

つ
子
の
伯
父
へ
異
見
（４
） 

狐
の
女
郎
買
（５
） 

色
々
去
年
よ
り
世
説
に
て
狂
言
に
仕

組 

 

【
注
】 

（
１
） 

行
徳
浦
〈
郡
〉「『
武
江
年
表
』
に
『
二
月
二
十
日
、
行
徳
高
谷
村
の
浜
鯨

二
つ
流
寄
る
。
五
尋
二
尺
。
両
国
橋
辺
広
場
に
出
し
て
看
せ
物
と
す
』
と

あ
る
」 

（
２
） 

よ
み
売 

狂
言
絵
本
の
販
売
か
。 

（
３
） 

山
姥
の
子
を
う
み 

坂
田
金
時
が
山
姥
に
育
て
ら
れ
た
説
を
元
に
し
た
筋
。 

（
４
） 

八
つ
子
の
伯
父
へ
異
見
〈
伊
柿
〉「
八
歳
」〈
郡
〉「
初
子
か
。
八
歳
の
子
か
」 

（
５
） 

狐
の
女
郎
買
〈
郡
〉「
狐
の
女
郎
買
。
…
…
こ
れ
は
其
頃
吉
原
に
て
狐
が
女

郎
買
に
来
た
り
、
小
判
が
木
の
葉
な
り
し
と
い
う
風
説
を
元
と
せ
し
な
り

（
歌
舞
伎
年
表
）」 

 【
解
説
】 

 

『
武
江
年
表
』
に
よ
る
と
二
月
中
旬
、
行
徳
浦
（
現
・
千
葉
県
市
川
市
）
に
鯨
二
頭

が
流
れ
、
両
国
橋
の
広
場
で
見
世
物
に
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
二
代
目
団
十
郎
の

日
記
で
は
人
々
が
鯨
を
見
る
た
め
に
江
戸
か
ら
行
徳
浦
に
旅
し
、
特
に
彼
岸
の
日
は

賑
わ
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
同
年
三
月
三
日
（
▽
）
の
節
句
の
発
句
と
し
て
「
行

徳
へ
鯨
の
寄
り
し
時
の
三
月
上
己
の
序
て
潮
干
の
発
句
す 

馬
刀
か
た
や
く
し
ら
の

跡
を
三
日
の
海
」
と
あ
り
、
も
し
両
国
橋
で
見
世
物
と
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
よ

り
も
後
で
あ
ろ
う
。 

 

二
月
二
十
日
に
は
歌
舞
伎
の
筋
を
元
に
し
た
書
物
が
販
売
さ
れ
た
と
す
る
。 

 

坂
田
金
時
は
、山
姥
に
育
て
ら
れ
た
源
頼
光
の
四
天
王
の
一
人
と
し
て
説
話
集『
今

昔
物
語
集
』
の
他
多
く
の
伝
説
や
物
語
に
登
場
人
物
だ
。
近
世
初
期
で
は
金
平
歌
舞

伎
の
主
人
公
で
、
山
姥
に
ま
つ
わ
る
作
品
と
し
て
近
松
門
左
衛
門
作
『
嫗
山
姥
』
は

有
名
で
あ
る
。 

 
当
時
中
村
座
で
上
演
中
だ
っ
た
「
十
八
公
今
様
曽
我
」
の
狐
買
い
の
趣
向
に
つ
い

て
、
役
者
評
判
記
『
享
保
十
九
年
江
戸
・
大
坂
評
判
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。 

狐
の
大
じ
ん
と
は
神
代
此
か
た
な
い
図
．
（
中
略
）
二
番
め
や
は
た
ノ

三
郎
役
．

九
郎
介
と
云
大
尽
姿
．
な
ま
ゑ
い
の
出
犬
が
き
ら
ひ
で
．
や
り
て
が
抱
し
．
ち



 

（
八
三
） 

れ
犬
の
足
を
切
落
し
．
狐
の
足
と
に
た
物
じ
や
と
云
．
十
郎
五
郎
が
郭
通
ひ
を

や
め
さ
せ
ん
為
．
闇
ニ

少
将
が
へ
や
へ
行
．
あ
た
ま
を
さ
ぐ
ら
れ
九
郎
介
と
な

の
り
．
狐
じ
や
と
ま
ぎ
ら
か
さ
る
ゝ
所
大
当
リ

．
茶
わ
ん
へ
酒
つ
ぎ
灰
入
．
犬

の
足
に
て
狐
の
足
跡
ヲ

．
虎
が
へ
や
迄
付
ケ

．
亀
ぎ
く
あ
ん
ど
う
持
来
ル

ゆ
へ
．

九
郎
介
と
成
．
狐
ヲ

見
顕
せ
し
ふ
り
．
狐
と
問
答
．
一
人
し
て
両
人
の
仕
打
．

新
四
殿
ニ

見
顕
さ
れ
．
て
う
ち
や
く
ニ

あ
い
．
本
心
云
顕
さ
る
ゝ
所
大
々
当
り
．

お
江
戸
の
色
事
師
芸
功
を
へ
て
鳥
井
を
と
び
こ
へ
た
妻
恋
稲
荷 

（
図
３
）『
享
保
十
九
甲
寅
年
春
狂
言
本
』（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
） 

 

 

【
日
記
】 

○
廿
三
日
歟
四
日
ノ
暁
夢
想 

古
人
丈
草
（１
）

カ
古
句
ヲ
思
ヒ
其
句
ヲ
直
ス
ト
夢
ニ
見

ル 

コ
ヽ
ロ
能
夢
想
也 

 
 
 

ホ
ト
ヽ
キ
ス
鳴
ヤ
爰
デ
ノ
湖
水
坊
（２
） 

 

【
注
】 

（
１
） 

古
人
丈
草 

寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
〜
元
禄
十
七
（
一
七
〇
四
）
年
。

内
藤
氏
。
通
称
林
右
衛
門
。
名
は
本
常
。
別
号
仏
幻
庵
、
懶
窩
、
無
懐
、

無
辺
、
一
風
、
太
忘
軒
な
ど
。
尾
張 

犬
山
藩
士
で
、
青
年
時
に
は
漢
詩

を
学
び
禅
に
も
通
じ
た
。
芭
蕉
に
入
門
。
数
年
で
『
猿
蓑
』
な
ど
に
発
句

（『
日
本
大
百
科
全
書
』）。 

（
２
） 

〈
伊
柿
〉「
丈
草
の
句
が 

時
鳥
鳴
く
や
湖
水
の
そ
ゝ
濁
り
」 

 【
解
説
】 

 

二
代
目
団
十
郎
が
蕉
門
俳
人
だ
っ
た
内
藤
林
右
衛
門
の
発
句
を
添
削
し
た
夢
を
見

田
と
い
う
。
句
は
『
芭
蕉
庵
小
文
庫
』（
史
邦
編
、
元
禄
九
年
刊
）
に
あ
る
。 

 【
日
記
】 

○
廿
八
日 

芝
居
早
ク
過
候
様
ニ
ト
名
主
（１
）

ヨ
リ
急
度
云
ヒ
来
リ
早
ク
過

（
マ
マ
）

ス
予 

 【
注
】 

（
１
） 
名
主 

当
時
葺
屋
町
の
名
主
は
山
口
小
左
衛
門
（『
万
世
町
鑑
』
享
保
十

八
年
六
月
刊
、『
江
戸
町
鑑
集
成
』
収
録
）。 

 



 

（
八
四
） 

【
解
説
】 

 
葺
屋
町
の
名
主
が
早
く
興
行
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
。興
行
は
夜
六
つ（
午

後
六
時
）
ま
で
に
終
わ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
賑
わ
っ
て
い
た
り
、
台
本
が
ま
だ
で
き

て
な
か
っ
た
り
、
遅
く
な
る
場
合
も
あ
っ
た
。
な
お
、
記
録
が
途
切
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
日
の
市
村
座
の
詳
細
は
不
明
。 

 【
日
記
】 

▽
近
松
門
左
衛
門
姓
は
杉
森
字
は
信
盛
平
安
堂
巣
林
子
享
保
九
辰
の
十
一
月
廿
二
日

七
十
余
歳
に
て
死
す 

 
 

法
名
阿
耨
院
穆
矣
日
一
具
足
居
士 

 
 
 
 
 

辞
世
（１
） 

残
れ
と
は
お
も
ふ
も
お
ろ
か
埋
火
の 

 
 

け
ぬ
ま
あ
た
な
る
朽
木
か
き
し
て 

 

右
は
今
昔
繰
年
代
記
（２
）

に
出 

上
下
か
な
本 

 

【
注
】 

（
１
） 

辞
世
〈
郡
〉「
こ
の
歌
の
外
に
も
う
一
首
あ
る
。『
そ
れ
ぞ
辞
世
去
ほ
ど
に

扨
も
そ
の
ゝ
ち
に
残
る
桜
が
花
し
に
ほ
は
ゝ
』」 

（
２
） 

今
昔
繰
年
代
記
〈
郡
〉「
繰
は
正
し
く
は
操
。
享
保
十
二
年
刊
。
西
沢
一
風

著
。
人
形
浄
る
り
史
」 

 

【
解
説
】 

 

浄
瑠
璃
史
書
『
今
昔
操
年
代
記
』（
享
保
十
二
〈
一
七
二
七
〉
年
刊
、『
新
群
書
類

従
』
第
四
巻
収
録
）
の
西
沢
一
風
の
文
章
は
以
下
の
通
り
。 

近
松
門
左
衞
門
は
作
者
の
氏
神
な
り
、
年
来
作
り
出
だ
せ
る
浄
る
り
百
余
番
、

其
内
あ
た
り
あ
た
ら
ぬ
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
素
読
す
る
に
何
れ
か
あ
し
き
は
な

し
、
今
作
者
と
云
は
る
る
人
々
、
み
な
近
松
の
い
き
か
た
を
手
本
と
し
書
き

つ
ゝ
る
物
也
、
此
道
を
学
ぶ
輩
、
近
松
の
像
を
絵
書
き
、
昼
夜
こ
れ
を
拝
す
べ

し
、
又
あ
る
ま
じ
き
達
人
う
や
ま
ひ
お
そ
る
べ
し
、
時
に
享
保
九
辰
年
十
一
月

廿
二
日
、
七
十
余
才
に
し
て
此
世
の
見
お
さ
め
今
は
時
残
し
給
ふ
辞
世 

近
松
門
左
衞
門
性
は
杉
森
、
字
名
は
信
盛
、
平
安
堂
巣
林
子
、
代
々
甲
冑

の
家
に
生
れ
な
が
ら
武
林
を
離
れ
三
槐
九
卿
に
つ
か
へ
て
咫
尺
挙
げ
て

寸
ン

罰
な
く
市
井
に
漂
ひ
て
商
売
知
ら
ず
、
隠
に
似
て
隠
に
あ
ら
ず
、
賢

に
し
て
賢
な
ら
ず
、
物
知
り
に
似
て
何
も
知
ら
ず
、
世
の
ま
が
ひ
も
の
唐

の
や
ま
と
の
お
し
え
有
る
道
農
妓
能
雑
蔭
滑
芸
の
類
迄
知
ら
ぬ
事
場
げ

に
口
に
ま
か
せ
、
筆
に
は
し
ら
せ
、
一
生
を
さ
へ
づ
り
ち
ら
し
、
今
は
の

際
に
い
ふ
べ
き
お
も
ふ
べ
き
、
ま
こ
と
の
一
大
事
は
一
字
半
言
も
な
き
倒

惑
、
心
に
心
の
耻は

じ

を
（
マ
マ
）

お
も
ふ
て
七
十
余
り
の
光
陰
、
お
も
へ
ば
無
覚
束
我

世
経
畢
ぬ 

若
し
辞
世
は
と
問
ふ
人
あ
ら
ば 

夫
れ
辞
世
去
る
程
に
扨
も
其
後
の 

 
 
 
 
 

残
る
桜
か
花
し
に
ほ
は
ゝ 

 

入
寂
名
阿
耨
院
穆
矣
日
一
具
足
居
士 

 
 
 

不
レ

俟
二

終
焉
期
一

自
記 

残
れ
と
は
お
も
ふ
も
お
ろ
か
埋
火
の 

 
 
 
 
 

け
ぬ
ま
あ
た
な
る
朽
木
か
き
し
て 

 

二
代
目
団
十
郎
の
追
善
行
為
に
つ
い
て
は
「
詳
解
１
」
享
保
十
九
年
正
月
二
十
四

日
の
解
説
参
照
。 

 



 

（
八
五
） 

【
日
記
】 

○
晦
日 

相
州
小
田
原
回
禄
（１
）

ノ
ヨ
シ
廿
九
日
ニ
宮
ノ
下
奈
良
ヤ
作
兵
衛
（２
）

江
戸
へ

来
ル
由 

 【
注
】 

（
１
） 

相
州
小
田
原
回
禄 

小
田
原
城
周
辺
の
火
災
。「
昨
日
相
模
国
小
田
原
火
災

あ
り
。
城
下
こ
と
ご
と
こ
の
災
に
か
ゝ
る
よ
し
注
進
あ
り
」『
徳
川
実
紀
』

享
保
十
九
年
三
月
一
日
。 

（
２
） 

二
官
ノ
下
奈
良
ヤ
作
兵
衛 
小
田
原
城
の
二
宮
（
現
・
神
奈
川
県
小
田
原

市
）
周
辺
の
商
人
か
。 

【
解
説
】 

 

小
田
原
宮
ノ
下
周
辺
の
商
人
奈
良
屋
作
兵
衛
が
江
戸
に
来
て
、
先
日
の
火
事
に
つ

い
て
二
代
目
団
十
郎
に
語
る
。
な
お
、『
徳
川
実
紀
』
に
よ
る
と
火
災
は
二
月
三
十
日

に
起
き
、
三
月
一
日
に
幕
府
に
報
告
さ
れ
た
。
二
代
目
団
十
郎
は
月
日
を
間
違
っ
て

い
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
噂
話
な
ど
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
情
報
の
流
れ
は
幕
府
に
届

け
る
公
の
報
告
よ
り
も
早
か
っ
た
の
か
。 
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